
第18章富岡分場における研究

(昭和13年～昭和46年6月）

第1節研究の変遷

1 ．主要作物 播種期，播種様式，培土試験，施肥法などで基本

的な試験が行われ，戦後は裸麦の早播栽培，除草

剤による省力化栽培， ビール麦の導入試験などが

実施された。ナタネに関しては、品種比較試験

(14～16年),奨励品種決定試験(38～44年）が行

われ，県南地帯における裏作ナタネの適品種が選

定された。

富岡分場は，本県の穀倉地帯といわれた県南部

における稲麦を主とする農業技術の研究と新品種

の普及ならびに種子更新を図るための原種生産を

目的として，昭和13年に設置され， 45年に場の機

椛改革で廃止された。創立当初の試験は専ら水稲

に重点が置かれ，品種関係では早中晩品種の比較

試験が行われたが，昭和16年からは奨励品種決定

試験として，農林省育成の新系統の配布を受けて

実施された。昭和29年から35年までは原種決定試

験に改称されたが， 36年からは再び奨励品種決定

試験となI) ,昭和45年まで継続されて本県の水稲

奨励品種の選定に大きく貢献した。栽培法に関す

る試験では育苗法，移植期，栽植様式，施肥法な

どがみられ，主として秋落田対策の試験が多かっ

た。昭和30年頃からは西南暖地を対象とした水田

生産力増強試験が国で取り上げられ， これに関連

した早晩期栽培の試験が中心となった。特に越路

早生， コシヒカリを用いた4月中～下旬植， 8月

中～下旬収穫の早期栽培法は台風災害と秋落現象

を軽減し，従来の普通期栽培に比べて画期的な増

収となI),田植機や収穫機の機械化も伴って,現在

県南地帯における稲作の基幹技術となっている。

麦作では，水稲と同じく奨励品種決定試験が昭和

16年から44年まで実施されている。栽培法として

は，特に画期的なものはみられないが，戦前では

2．野 菜

県南地帯は，従来ほとんど野菜の栽培は行われ

ていなかったが,ビニールハウスの登場によって，

その気象特性が発揮されて,急激に面積が増加し，

特に小松島市，那賀郡，阿南市はハウスキュウリ

の主産地となっている。このようなハウス栽培が

始まったのが昭和35年であるが，ハウス栽培の問

題点の解決や新資材の早期導入利用による栽培技

術の改善の拠点として，普通作を対象としていた

当分場にも野菜の試験研究を要望する声が高まり，

これに応えて36年から試験を開始し， 43年までの

8年間実施した。試験内容はハウスキュウリの品

種比較及び栽培管理試験を中心に，新たに導入が

期待されていたメロン，ショウガ，冬どりレタス

などの試験を行ったが，半促成キュウリの品種交

替期であっただけに，品種選定の場としての展示

的効果が大であった。
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第18章富岡分場における研究

1 ．水 稲 第1表
奨励品種決定試験の供試品種数と主な有望品種

（1） 品 種

実施期間鴬辮 主な有望品種
①奨励品種決定試験

農林省指定水稲新品種育成地から配布をうけた 農林18号，東山54号
昭和16～

系統および品種について，県南地帯に適する有望 29年 ~ 140 東山62号（アケボノ）
近畿48号（ンモソキ）

品種を選定するため，昭和16年から44年まで実施

された。各実施期間における供試数と主な有望品
東山63号（サチワタリ）

種は第1表のとおりである。なお，昭和29～35年
昭和30～ ※ ミホニシキ， シオジ，は原種決定試験の名称で行われ， 30年以降は予備 39年 100 山陰53号（セトホナミ）

試験と生産力検定試験の2段階で実施された。 中国15号（タチカラ）
山陰65号（クサナギ）②品種選定試験

a・普通期栽培用品種：県南地帯の普通期栽培 ~

を対象に創立当初から昭和19年まで実施されたが， 昭和40～ ※近畿25号（ウズンオ）
57 近畿32号

45年
20年以降は奨励品種決定試験一本で実施されるこ 南海43号（トヨタマ）

とになり中止した。実施期間の結果は第2表のと

おりである。 ※本試験のみ

第2表品種選定試験の年次別供試品種数と有望品種

供試品種
数(のべ）

140

グ申、

鍔甲

10(）

〃巳、

や兜

57

中 晩 稲

有望品種

黄玉1号

黄玉1号，晩稲旭，農林糯1号

西海19号，黄玉

東海旭，吉神，名倉穂梢

農林18号，黄玉，虎銀，旭糯1号

黄玉

兵庫糯

早 稲

有望品種

農林8号

農林8号，農林13号，西南19号

農林13号

山陰23号

山陰23号，近畿37号

西海23号

年 次
数種品

５

８

叩

一

？

必

７

試供 供試品種数

30

24

25

26

？

3

6

昭和13fl

l4

15

16

17

18

19

b .早期栽培用品種；台風，塩害，秋落ちなど

の災害を回避するために， 4月下旬に移植し8月

末までに収穫できる有望品種を選定するために，

昭和32～34年の3年間実施した。有望品種として

は，早熟種ではふ系47号，同48号，やや晩いもの

ではトネワセ，ササシグレ，ふ系41号などが収量

品質ともに優れた。

c・早植栽培用品種？多収穫をねらいとして暖

地品種を4月下旬～5月上旬に早植えする場合の

適品種を選定するため，昭和35, 36年の2か年実

施し，マンリョウ，農林29号， 山陰46号，ヤマビ

コ，金南風，ナギホなど，暖地の早生種が有望で

あった。

d. その他：晩期栽培用品種としては，農林37

号が最もよく，塩害田での試験では，南海5号，

同8号，徳島晩稲1号，西海16号などが比較的よ

い結果を示した。また糯品種の比較試験では，兵

庫糯が良質で収壁も多かった。

(2)栽培法

①種子および育苗法

種子に関する試験では，昭和33年に作型の早晩

による採種時期の違いがその種子の生産力に及ぼ

す影響を検討している。藤坂5号ほか3品種を早

期(5月2日移植8月下旬収穫)，麦跡栽培（6月

7日移植9月中旬収穫)，普通期（6月26日移植

10月上旬収穫）の各作期で栽培し， これより採種

したそれぞれの種子について千粒重，生産力を調
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昭和14年から16年にかけては，品種（早，中，

晩生） と移植時期（6月5日，同15日，同25日）

と施肥量を組み合せて検討している。その結果，

標準植(6月15日）は他に比べて有効分けつ多く，

概して多収であったが，早植はニカメイチュウや

病害（白葉枯病， ごま葉枯病）の発生が多く，

収量も少なかった。特に晩生稲においてその差が

大きく，増肥しても標準植の減肥区より劣った。

また，昭和33年から34年にかけて，移植期（6

月10日，同20日，同30日）と品種（早,中，晩生）

および苗代日数（30， 40， 50日）の組合せで検討

した結果，苗代日数による差は少ないが，晩生稲

の晩植には老苗が良いようであった。その他収量

等については年次差が大きく，一定の傾向はみら

れなかった。

③本田の肥培管理

施肥に関する試験では，昭和16年から18年にか

けて追肥施用時期試験が行われている。愛知旭を

供試し，全施用量は一定で追肥回数を0～4回に

分けて比較したところ，全量元肥では明らかに減

収したが,その他では年次により傾向が異なった。

また，昭和18年に稲わら堆肥の施用試験が行われ

ている。愛知旭を供試し，堆肥反あたり500貫ま

での施用では施肥量が増加するに従って収量が増

し， 500貫施用は無施用に比べて11％の増収とな

I) ,堆肥の施用効果を認めている。

昭和43年から44年にかけて農林29号を早植し栽

植密度と施用鼠についての試験を行っている。そ

の結果は第3表に示すとおI) ,施用量の多少にか

かわらずm2あたり222株が166株より多収であっ

た。施用量については16kg/aと1.25kg/aでは収

量に大差はなく' 1.6kg/aでは倒伏の危険性が認
められた。

査した。千粒重はいずれの品種も早期のものが大

きく，充実度も高かったが，発芽および成苗歩合

は一定の傾向を示さず，移植後の生育や収量にお

いても差が認められなかった。また，一般に早期

用品種の種子は，暖地より寒地で採種したものが

生産力が高いといわれ，種子需給上の問題となっ

たため，昭和34年に採種地の違いによる種子の生

産力について検討した。愛知，長野，徳島で採種

した早生3品種の種子の生産力を比較したところ，

成苗歩合は3品種とも他県産のものが優れたが，

移植後の生育収量に差はみられなかった。本県産

種子の成苗歩合が劣ったことは，収梗期が高温で

あり，成熟期の降雨による穂発芽，過乾燥による

胴割の発生などが関係したものと考えられる。

育苗試験では，昭和14～16年に県南地帯におけ

る適当な播種期と苗代日数を知るために苗代日数

試験が行われた。愛知旭を供試し，移植を6月15

日頃として25～65日苗で実施した結果， 55～65日

苗では発芽揃が悪く，植傷みも多いが， 35～45日

苗は苗質，移植後の生育ともに良好であった。ま

た，昭和17年に行われた灰施用試験では木灰と籾

穀灰の効果と施用法が検討され，籾殻灰の播種後

1回散布が生育最も良く，雑草少なく，抜取も容易

であることが認められた。

②移植期・栽植方法

栽植密度に関する試験は昭和17, 18年に実施さ

れ,愛知旭を6月中旬に移植した場合,坪当I)50~

60株が適当であった。 1株本数については1～5

本の範囲では一定の傾向は認められなかった。

移植時期と栽植密度との関係については，昭和

13年に旭7号を用い6月25日と7月15日の移植で

検討され， 6月25日では坪あたり50株3本植が最

も多収であるが,7月15日では70株7本植が多収と

なり,移植期が遅い場合の密植効果を認めている。

第3表早植栽培における栽植密度と施肥量試験（昭和44年）

区

り

塑

妬

塑

珊

植

当

２

ｍ

栽

く
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量

ｊ
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ノ

ノ
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弱

弱
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試
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１
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Ｐ
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一
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仙
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千粒重

(9)

玄米重

(kg/a)

l穂頴

花 数

稔実歩合

（％）

穂 数

(m'当り）
標準比

密度
(m'当り株数）

47~1

43．7

47．5

45．2

100

93

100

95

82

84

79

81

79

82

76

81

21．6

21~9

21．7

21．9

340

295

372

314

．2

16．6

22．2

166
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関する試験を行い第4表の結果を得た。また昭和

27年には品種による培土効果の差異を検討してい

るが， ンモヅキでは増収したが他の品種（農林37

号，千本旭，徳島晩稲1号）では減収となり，そ

の効果は認められなかった。

さらに田植機利用による稚苗移植栽培での適正

施肥量を検討した結果， レイメイでは窒素1.0～

1.5kg/aが適当であるが,コシヒカリでは10kg/a

が限度のようであった。

その他，昭和13年に除草方法と分げつ，収量に

第4表除草方法と分けつに関する試験（昭和13年）

反当収縮

（石）

第2回除草

(7月10日）

第3回除草

(7月20日）

l株分けつ数

(9月10日）

第1回除草

(6月30日）

第4回除草

(7月30日）
備 考試驍区

第4回除草の際，株

際に土を寄せかける
手取 り 手取り手取り 手取 り 15．4 2．071

第4回除草の際，株

元の土を除く
手取 I) 手取 り 手取 り 手取 l) 15．7 2．082

手取りの際，株元の

土を除かず
回転除草機 回転除箪機手取 り 手取り 2．163 15．5

第4回手取りの際，

株元の土を除く
回転除草機 回転除草機 手取り手取 り 17．2 2．264

回転除草機 回転除草機 回転除草機 回転除草機5 15~5 2．12

④栽培様式

a~二期作に関する試験：昭和34年から36年に

かけて，品種，育苗法，移植時期等について検討

されている。品種比較試験の結果，有望と認めら

れた品種は，一期稲（4月中旬植え）では豊光，

新栄，紅光，新系統ではか系14号，同62号，西南

4号，同8号などであり，二期稲（7月末植え）

ではナカセンゴク，山陰46号， クセシラズ，綾錦

などである。育苗法については，一期稲は二期稲

の安定を図るために7月25日頃までに収穫するこ

とが必要とされ，早熟化のための簡易な早期育苗

法が検討され，次の結果を得ている。

／電熱育苗区，室内育苗区

・・ ~ ~……発芽斉一で生育はわずかに

促進される。

ビニール区…~ ~ ･他とあまI)変わりなく，簡易

という点で優れている。

畑苗代OED散布区

……･地温上昇効果は認められる

が，換気により気温は他と変

わらない。

二期稲については，苗代期間の延長を図ること

が必要とされ，畑折衷苗代，室内育苗，畑苗代，

剪葉，水苗代の5方法の比較を行ったところ，畑

折衷苗代が苗立ちよく素質の良い苗となっている。

一期稲の移植時期については，第5表にみられる

とおり早植は低温のため活着が遅れ，晩植となる

と植傷みは少ないが，成熟が遅延するため4月中

旬頃が適期と考えられた。

第5表二期作(一期稲)の移植時期に関する試験

（昭和35年）

品種：栄光

播種期

(月.日）

2．15

2．25

3．5

3．15

3．25

移植期

(月.日）

出穂期

(月.日）

成熟期

（月.日）

収量

(kg/a)

収撞比

吻

102

106

100

101

102

４

７

８

１

３

２

２

２

・

・

６

６

６

７

７

7．27

7．28

7．29

7．31

8． 1

40.3

418

396

40．0

405

4．4

4~10

4~15

4．20

425

b~乾田直播栽培に関する試験：昭和37年から

39年にかけて，品種，栽植様式，施用量および除

草剤等について検討された。品種については，早

期品種ではコシヒカリ，普通ではナギホ， キビヨ

ンが良好であった。栽植様式と施肥量については，

条間25cm, 30cm,株間10cm, 15cmの組合せで施肥

量を加えて検討した結果, 30cm×10cmの栽植様式

がよく，全体的に増肥区が多収であった。除草剤

については，播種直後及び2葉期処理を行い，各

種除草剤を比較した結果，有望と認められたもの
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は播種後処理でSA-4114, 2葉期処理ではDCPA,

A-1114, NIPであった。

c ・作期別栽培法に関する試験：昭和43年には

作期別栽培法の比較が行われ，通作期の検討がな

された。早期栽培は穂数確保が容易で収量多く品

質もよかった。早植栽培は移植後の生育期間が長

いため，穂数は得やすいが長稗となり倒伏しやす

く，短期，普通期栽培も天候不順のため倒伏し収

最も少なかった。

第6表作期別栽培比較試験（昭和43年）

播種期

（月． 日）

移植期

（月． 日）

出穂期

（月． 日）

成熟期

（月． 日）
栽培法 品種名 収f,t順位

早

早

短

普

期

植

期

通

コシヒカ

農林29

コシヒカ

農林29

り

号

り

号

1 (463kgﾉa)

2

3

3

3．31

3．31

5．12

5~12

９

９

７

７

■
■
む
む

５

５

６

６

7．15

7.31

83

8．21

8．19

9．6

9~ 5

10． 3

d~田植機利用に関する試験：昭和41年から44

年にかけて実施されており， 41年には苗播機，人

力田植機，根洗田植機の比較が行われている。苗

播機，人力田植機は欠株少なく，茎数は手植に比

べ5割増であり，根洗田植機は欠株はやや多いが

連続欠株少なく，生育は手植なみであった。田植

機と栽植密度の関係は，苗播栽培（42年）では証

当り20株，田植機（43～44年）の場合は1m鼠当i)

20～24株が適当であった。

⑤除草剤

水田用除草剤として，昭和36, 37年にPCP尿

素について検討され，活着後1209/a (粒剤）の

施用効果の高いことを認めた。37年には新除草剤

(PAM,MCPB,MPBA, DBN、 BAP)の適用

性試験が行われたが，いずれもPCP粒剤に優る

ものはなかった。その後40年に行われた試験では

MO338,SA-4114,DMP粒剤などが有望であった。

41年には田植機利用の場合について試験され，

NIP, PCP,MO338の効果が高かった。また，湛

水直播栽培(38年)ではDBN, DCPA,A-1114,

PAMなどが高い効果を示した。

⑥その他

昭和27年に紋枯耐病性の品種間差異について検

定試験が行われ，概して早生種と多けつ種に罹病

度の高いことを認めている。

昭和32年には裏作物の種類が水稲の生育収量に

及ぼす影響について検討しており，裸麦跡の収量

を100としたとき，小麦103,タマネギ109, ソラマ

メ111,ナタネ113であった。

(3)作 況

県南部地帯における水稲の作柄を予想し耕種改

善の資料とするため，品質及び栽培法を毎年同一

として実施した。昭和13年から22年まで実施され

たが，その間の供試品種と年次別の収量は，第7

表のとおりである。

第7表作況調壷における供試品種と収泣

（単位：石）

鳶篝逢延 13 14 15 16 17 18 19

早生旭

農林8号

愛知旭

道海神力

旭 7 号

晩稲1号

農林18号

徳島神力36号

黄 通

2．20

2．39

2．23

2．26

2．12

2．22

鑓

、

妬

釦

鍋

詑

一

一

一

ａ
■
●
■
■
巳

２

２

２

２

２

２

1．97

2．43

2．24

2．57

2．44

250

1．59

223

2.15

2.19

2.03

2.35

1．73

214

2．09

2．35

2．25

2．49

1．75

2~71

2．05

2．43

2．30

2．15

~

1．70

2~05

2．09

1．89

3．05~ ~

2．麦およびナタネ

（1）麦の品種

県南地帯に適する優良品種を選定するために，

昭和14～15年に品種比較試験が， 16～44年には奨

励品種決定試験（30～35年は原種決定試験）が行

われ，第8表にみられるような有望品種を選定し

た。
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第8 麦類奨励品種決定試験における主な有望品秘

裸 麦 小 麦

主な有望品棚

農林20号

西海101号，西海102号

中国95号

実施期間
供試品種数

（のべ）

供試品種数

（のべ）
主な有望品利

白珍好，佐交2号，赤神力，
セトノ､ダカ

昭和14～29年

昭和30～39年

昭和40～44年

124 70

中国11号133 37

タマモノ､ダカ． キカイハダカ14 34

500貫の間で比較したところ,施用量が多いほど多

収で,500貰施用は無施用の10～20％収量増となっ

た。施用法については，耕起前全面散布，種子覆

‘土散布，発芽後茎間散布および半量耕起前半量3

月上旬散布の4つについて比較したところ，種子

覆土散布が最も多収であった。

昭和19年に裸麦に対する3要素試験を実施した

結果，無肥料区1.18石に対し，無窒素1.37石，無

リン酸2.29石，無カリ2.33石， 3要素区291石と

なり，窒素の影響が最も大きかったが， カリの影

響は少なかった。40年にはビール麦に対する窒素

施用試験が行われ全量元肥よI)も一部を早期追

肥とするのが良く，施用量は0.9kg/aでは倒伏

のおそれがあI), 0.7kg/aの元肥重点施用が適当

であった。

踏圧に関する試験は，昭和22年に裸麦について

実施された。踏圧回数(1～3回)，踏圧時期（11

月上旬， 2月上旬、 2月下旬）を組み合せた結果，

出穂，成熟，収量についてあまり大差はなかった

が，全般に2月上～下旬の踏圧が良く，回数では

3回の踏圧が穂数多く， 多収であった。

③除草剤

昭和33,34年に除草剤効果比較試験が行われた。

PCP,CMU, CAT,Cl-IPCについて覆土後使用

量を変えて比較したところ,109あたI)CAT25g,

Cl-IPC50g使用が実用的であった。また， 同じ

時期にCATの散布時期（播種直後1葉期, 3

葉期） と散布量(10aあたり13, 25, 509)につ

いての試験を行っている。 l葉期では効果は高い

が薬害がひどく,259以上の散布は危険であった。

3葉期では薬害はほとんどないが，殺草効果が劣

り, 259以上の散布が必要であった。播種直後で

は薬害は比較的少な< , 259まで使用できる。

（2）麦の栽培法

①播種期及び播種法

昭和14年から19年にかけて，裸麦（品種：白麦

8号）の播種期(11月上～下旬)、播種量（反当り

2.5～3.5升）及び施肥量（減，増，標肥）につい

て検討した結果，全般的に出穂期は早播で促進さ

れるが成熟期はそれほど違いはなかった。収量は

早播き＋多肥区が最も多く，播種量は早播で3升，

晩播では3升5合力適当であることを確認した。

また， 白麦8号を供試して畦幅（4，5尺)，条数

(2， 3本)，播幅（3． 4， 5寸）を組み合せ播

種法を検討し，播幅利用面積が広いほど多収とな

る結果を得た。21年には香川1号を供試して，畦

幅及び総播種利用面積を一定にしたときの条数と

播幅について検討したところ，播幅6寸の2条播

が最も多収であった。

昭和31, 32年には，水稲早期栽培の前作麦とし

て早播栽培試験が行われた。早生種と，中晩生種

各4品種を3回播種したところ．早播によって出

穂期の早まる度合は中晩生種のものが高いが，結

実日数の変化は早生種は極く少なく，晩生種は7～

9日の延長が見られた。また，概して早播きほど

穂数多く，千粒重は軽いが収量は多かった。43年

には， ビール麦（さつき2条）の播種適期につい

て検討し， 10月31日から12月10日まで5日おきに

播種したところ， 11月下旬以降では収量低下が大

きく，県南地帯では11月10日頃が適期のようであ

る。

②肥培管理

昭和15, 17年に裸麦（白麦8号）における堆肥

の施用量及び施用法についての試験が行われてい

る。施用量については，麦桿堆肥を反あたり0～
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の代表品種として栽培された。

当時ハウス栽培で問題になったのは誘引方法で

あったが, 10aあたり2,700～3.000本の密植とし，

1本仕立てのつI)下げ方式が一般的に普及してい

た。 しかし，放任では株元が混雑して病害を誘発

し，品質低下の原因になるので，摘葉の程度につ

いて試験を行った。この結果，収穫節位以下15葉

くらいを残し摘葉するのが最も効率的と認められ

普及に移した。

また，ハウスの連作に伴い，連作障害の発生が

多くなり問題となってきたため， 37年から対策試

験を実施した。カボチャ台木は病害回避は可能で

あるが，生育が遅れ初期収量が少なく，品質の低

下が問題であった。 しかし，土域消毒剤のクロル

ピクリン， ソイルシンなどの施用は病害防除効果

も高く，生育、品質とも優れていた。

（3）麦の作況調査

小麦，裸麦の主要品種について，本場と共通の

耕種法によl)栽培し作況を予想するとともに，一

般の耕種法の参考に盗するために，昭和14～16年

に小麦では江島神力，農林43号，裸麦では白麦8

号と珍好83号を供試して連絡試験が行われ， 17～

19年には小麦の中相州5号と裸麦の香川5号を加

えた6品種で作況試験が実施された。

(4) ナタネの品種

県南地方に適する優良品種を選定するために，

昭和14～16年と27年に品種比較試験が行われ， 38

年から44年にかけては育成試験地から種子の配布

を受けて，奨励品種決定試験が実施され，第9表

のとおり有望品種を選定した。

(2) ショウガの早出し栽培試験第9表なたね奨励品種決定試験における有望品種

年 次常繩数： 有 望 品 種

昭和::年 U 東海'6号
九州57号，東海21号，東海

40 9
26号、 オオミナタネ

11

9

当地域はショウガの産地であり，市場から早出

しの要請があったため，昭和41年から試験を開始

した。

大ショウガにビニールマルチ，ビニールマルチ＋

トンネルを行う場合，両者とも対照区に比べ15～

20日発芽は早かった。 しかし，その後の発育に大

きな差はなかったが， 7月10日以後は差が現れ，

8月20日の調査ではかなりの差が現われた。しか

し， ビニールマルチとマルチ＋トンネルがけ，敷

草区との差は明らかでなかった。また，ハウス栽

培では早出し効果が顕著であり，根の分岐数が多

くなっていたのが生育の特性であった。

さらに， ショウガの品種別の生育を調査した結

果では，大ショウガの塊茎重の増加は塊茎の肥大

によるが，小ショウガは塊茎の肥大よりも茎数の

増加が関係し，中ショウガはこの中間的な発育で

あった。

このほか，大ショウガの土壊適応性や瀧水法に

ついて検討し，適土壌としては赤土や砂壊土が良

く，潅水は生育全期を通じて適湿が必要なことを

確認するとともに， 44年には大ショウガのハウス

栽培による早出し効果を検討し，大ショウガのハ

ウス栽培の元祖となった。

41

九州59号42 11

九州59号．南九州14号43 9

南九州8号、南九州12号、

南九州18号．九州59号
44 ‘ノ

3．野 菜

（1）促成キュウリの品種選定および栽培改

善試験

ハウス栽培用品種として若水を導入し，代表品

種として推奨したが，作期が前進し， これに対応

して毎年新しい品種が育成されたため，昭和36年

から42年まで継続して品種比較試験を行った。こ

の結果， 37年には試交9号を， 40年には久留米落

合H型を優良品種として選定し，両品種とも当時
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第10表大ショウガのハウス栽培による早出し効果

調査日

6月21日

7月22日

10月7日

試験区分 種子重 塊茎璽 茎葉重 分岐数 草 丈 葉 数 妓大根長 数

本５

０

一

一

一

一

１

９

１

根

1.6本
1.0

ｇ８

５

７

５

６

６

17.49

7．6

9~0枚

3~5

15.79

4．2

ﾉ、ウス
ヨ拳

地盟各

44．7cn1

25．6

23.0Cm

17．8

ﾉ、ウス
園三

地毘各

76，3

76．9

５

８

２

２

７

２

55．6

20~3

３

８
合
■

７

２

55．3

39．0

13．3

8．5

一
一

'、ウス
畢

地騒各

71．3

71．7

618.3

268.3

496~7

208．3

2()~0

10．7

67．1

50．0

20~0

15．3 ~~

稲および麦類の奨励品種について原種生産を行い，

第11表に示すとおり県内各町の採種圃に配付した。
（3） その他

①メ ロ ン

ビニールハウスの普及に伴い，従来栽培が不可

能とみられていた当地域でもメロン類の栽培が可

能となるものと予想されたので，新しく育成され

た品種の現地適応性について検討した。昭和37～

38年に検討したノーネット型露地メロン系では，

プリンス， ミルキー，栄寿などが品質，栽培面か

らも優れていた。また，ネット型メロンではパー

ル×マルトヨの組合せなどがアールスより栽培し

やすく，品質面でも改良されていた。

②レタス

当地域の冬期温暖気象を利用した2～3月どり

レタス栽培技術として， トンネル被覆資材につい

いて検討した。寒冷紗，無被覆は低温のために結

球が寒害を受けたが， ビニネット，ポリエチレン

は寒害が少なく，特にビニネットは保温力も高く

最も優れていた。

③ハクサイ，キャベツ

早期水稲跡作利用として，ハクサイ， キャベツ

の栽培が計画されていたので,中晩生系ハクサイ，

晩夏蒔春どりキャベツの品種比較試験を行い，適

品種を選定したが,ハクサイでは長交理想が良く，

キャベツでは陽春，晩春などを有望と認めた。

第11表原種の配付数数

年
一
昭

次

一

過

辿

晦

妬

Ⅳ

娼

四

加

刻

躯

配

型

お

妬

水稲

48.0石

48.1

48．0

147．8

48，3

48．8

48．5

36．3

48．1

48．0

38．3

37．4

32．2

31．3

裸麦

15．3石

18．6

19．4

18．3

34．4

34．4

34．3

34．3

17.4

32．6

10．5

13．2

5~7

6．3

小麦

~石

7．2

10．3

12．6

8．0

7．3

2．6

4．5

”

犯

羽

釦

釦

鉈

一

詔

誕

謁

鏥

25~4

20．8

14．4

24．6

17．6

18.9

1，330

1 ,140

1，510

1．510

11．1

9．0

10．1

4．2

3．0

3．9

735

710

290

820

2~9

1．6

2．3

2．4

3．9

2.6

350

240

290

300
4．稲麦の原種の生産と配布

注）昭和20～24年の小麦は本場で生産されたものも
含む。

昭和33年以降の単位はk9

昭和13年の分場設置とともに，新品種の早期普

及ならびに既存品種の種子更新をはかるため，水
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